
台灣日語教育學報第25号
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摘 要  

 

    鍾 理 和（ 1915～ 1960），生 於 日 治 時 期 的 台 灣，是 以 中 文 持

續 從 事 創 作 的 「 跨 越 語 言 的 世 代 」 的 一 位 。 葉 石 濤 曾 指 出 鍾 理

和 受 到 橫 光 利 一 的 影 響。本 論 文 將 具 體 探 究，鍾 理 和 的「 蒼 蠅 」

是 橫 光 的 「 蒼 蠅 」 的 戲 仿 （ parody）。  

    首 先 ， 從 語 言 的 角 度 來 考 察 。 以 日 語 構 思 腹 稿 ， 翻 譯 成 中

國 白 話 文 的 創 作 過 程 中 ， 指 出 鍾 理 和 經 常 進 行 「 自 我 翻 譯

(self-translation)」。  

    其 次 ， 從 敘 事 學 的 角 度 分 析 。 在 鍾 的 「 蒼 蠅 」 的 敘 事 者 立

場 分 裂。一 方 面，繼 承 了 蒼 蠅 的 camera eye 的 無 情，藉 此 做「 冷

眼 的 觀 察 」。與 此 同 時，敘 事 者 也 透 過 人 類 的「 他 」，「 出 於 熱 情

的 擁 抱 」 人 類 的 悲 喜 劇 。 再 者 ， 蒼 蠅 和 「 他 」 形 成 用 對 照 鏡 ，

彼 此 成 為 對 方 「 看 」 與 「 被 看 」 的 存 在 。 因 此 ， 也 能 理 解 為 ，

鍾 ≒ 一 部 分 的 敘 事 者 ≒「 他 」，通 過 蒼 蠅 這 個 鏡 像，自 嘲 著「 人

的 虛 偽 」。  

在 跨 越 過 母 語 及 創 作 語 言 的 不 一 致 的 斷 層 時 ， 鍾 理 和 在 透

過 「 翻 譯 」 所 開 展 的 互 文 性 、 跨 語 言 性 的 空 間 裡 ， 創 造 了 混 成

（ hybrid） 的 表 現 ， 為 其 寫 實 的 鄉 土 文 學 導 入 了 現 代 主 義 的 技

法 。  

關 鍵 詞 ： 越 境 、 敘 事 學 、 Camera Eye、 自 我 翻 譯 、 互 文 性  

 

受 理 日 期 ： 2015. 03.13 

通 過 日 期 ： 2015. 10.30  
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Language  and  Camera  Eye  o f  Border 

Transgress ion                                    

     –  “Fly”  o f  Li -Ho  Chung  and  “A Fly”  o f  Yoko mi tsu  

Ri i chi  

X i e , H u i - Z h e n   

P r o j e c t  A s s i s t a n t  P r o f e s s o r,  D e p a r t m e n t  o f  J a p a n e s e  L a n g u a g e ,                       

We n z a o  U r s u l i n e  U n i v e r s i t y  o f  L a n g u a g e s  

 

A b s t r a c t  

 

T h e  s t u d y  w i l l  c o n c r e t e l y  e x p l o r e  t h e  “ F l y”  o f  L i - H o ,  C h u n g  

(鍾理和 )  w h i c h  i s  a  P a r o d y  o f  “ A F l y ”  o f  Yo k o m i t s u  R i i c h i  (横光

利一 ) .   

F i r s t ,  f r o m  t h e  p e r s p e c t i v e  o f  l a n g u a g e ,  i n  t h e  p r o c e s s  o f  

c r e a t i o n  o f  u s i n g  J a p a n e s e  a s  d e s i g n  s c h e m e  a n d  t r a n s l a t e d  i t  

i n t o  t h e  C h i n e s e  v e r n a c u l a r ,  L i - H o ,  C h u n g  o f t e n  p r o c e e d e d  w i t h  

" s e l f -  t r a n s l a t i o n " .   

S e c o n d ,  f r o m  t h e  p e r s p e c t i v e  o f  n a r r a t o l o g y,  t h e  p o s i t i o n  o f  

n a r r a t o r  w a s  s p l i t  i n  C h u n g ’s  " f l y  " .  F u r t h e r m o r e ,  f l i e s  a n d  " h e "  

h a d  f o r m e d  t h e  m i r r o r  r e f l e c t i n g  t o  e a c h  o t h e r  a n d  b e c a m e  a  

c o - e x i s t e n c e  o f  " s e e "  a n d  " t o  b e  s e e n " .  T h e r e f o r e ,  i t  c a n  b e  

u n d e r s t o o d  a s ,  C h u n g  i s  a  p a r t  o f  t h e  n a r r a t o r≒  " h e " ,  j o k e d  w i t h  

h i m s e l f  " h yp o c r i s y  o f  p e o p l e "  b y  t h e  m i r r o r  f l i e s .  

T h r o u g h  t h e  " t r a n s l a t i o n , "  C h u n g  a d o p t e d  i n t e r t e x t u a l i t y  a n d  

l a n g u a g e  s p a c e  c r o s s i n g  t o  c r e a t e  a  h yb r i d  p e r f o r m a n c e  t h a t  

i n t e g r a t e d  t e c h n i q u e s  o f  m o d e r n i s m  i n t o  r e g i o n a l  l i t e r a t u r e .  

 

K e yw o r d s :  b o r d e r  t r a n s g r e s s i o n ,  n a r r a t o l o g y,  C a m e r a  E ye ,  

s e l f - t r a n s l a t i o n ,  i n t e r t ex t u a l i t y  
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越境する言葉とカメラアイ――鍾理和「蒼蝿」と横光

利一「蝿」  

謝  惠 貞  

文 藻 外 語 大 学 日 本 語 文 系 専 案 助 理 教 授  

 

要 旨  

 

鍾 理 和 （ し ょ う り わ 、 1915～ 1960） は 日 本 統 治 期 台 湾 に 生

ま れ 、 中 国 語 で 創 作 活 動 を し 続 け た 「 言 語 を 越 え た 世 代 」 の

一 人 で あ る 。 葉 石 濤 は か つ て 鍾 に よ る 横 光 利 一 の 受 容 を 指 摘

し た 。 小 論 で は 具 体 的 に 、 鍾 の 「 蒼 蝿 」 は 横 光 の 「 蝿 」 の パ

ロ デ ィ で あ る こ と を 究 明 し て い る 。  

ま ず 、 言 語 レ ベ ル か ら 考 察 し た 。 日 本 語 で 腹 案 を 考 え 、 中

国 白 話 文 に 訳 し て い く 過 程 で は 、「 自 己 翻 訳
セルフ・トランスレーション

」 が 常 に 行 わ れ

て い る 。  

次 に 、 物 語 言 説 レ ベ ル か ら 分 析 し た 。 鍾 の 「 蒼 蝿 」 に お け

る 語 り 手 は 分 裂 ぶ り を 見 せ て い る 。 一 方 で 、 非 情 な 蝿 の カ メ

ラ ア イ を 継 承 し 、 そ れ を 通 し て 「 冷 眼 に よ る 観 察 」 を 行 っ て

い る 。 そ れ と 同 時 に 、 語 り 手 も 人 間 「 彼 」 を 通 し て 人 間 の 悲

喜 劇 を 「 情 熱 に よ る 抱 擁 」 と し て 描 い て い る 。 さ ら に 、 蝿 と

「 彼 」 は 合 わ せ 鏡 を 成 し て 、 互 い が 「 見 る 」・「 見 ら れ る 」 存

在 と 化 し て い る 。 鍾 ≒ 一 部 の 語 り 手 ≒ 「 彼 」 は 、 蝿 と い う 鏡

像 を 通 し て 、「 人 間 の 偽 り 」を 自 嘲 し て い る よ う に も 捉 え ら れ

る 。  

鍾 は 「 翻 訳 」 に よ っ て 開 か れ た 間 テ ク ス ト 的 ・ 間 言 語 的 な

空 間 に ハ イ ブ リ ッ ド な 表 現 を 創 生 し 、 そ の 写 実 的 郷 土 文 学 に

モ ダ ニ ズ ム 技 法 を 吹 き 込 ん だ の だ 。  

 

キ ー ワ ー ド ： 越 境 、 物 語 論 、 カ メ ラ ア イ 、 自 己 翻 訳 、 間 テ ク

ス ト 性  
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越境する言葉とカメラアイ――鍾理和「蒼蝿」と横光

利一「蝿」  

謝  惠 貞  

文 藻 外 語 大 学 日 本 語 文 系 専 案 助 理 教 授  

 

１ .は じ め に  

1920-30 年 代 の 日 本 「 内 地 」 文 壇 で は 盛 ん に 欧 米 の モ ダ ニ

ズ ム 文 学 を 紹 介 し て い た 。 そ う し た 中 、 横 光 利 一 を 始 め と す

る 新 感 覚 派 は 、 率 先 し て そ れ を 実 践 し 、 日 本 語 に 新 し い 文 体

を 作 り 出 し て い た 。 中 国 語 圏 に お け る 横 光 利 一 の 受 容 に 関 す

る 先 行 研 究 に は 、嚴 家 炎 を 始 め と す る 日 中 比 較 文 学 研 究 者 が 、

現 代 中 国 文 学 史 の 脈 絡 か ら 考 察 し 、 フ ラ ン ス の ポ ー ル ・ モ ラ

ン や 日 本 新 感 覚 派 経 由 の モ ダ ニ ズ ム 受 容 に つ い て 指 摘 し て き

た 1。と こ ろ が 、そ の 受 容 が 、上 海 で 活 動 し た 劉 吶 鴎
り ゅ う と つ お う

、穆 時 英
ぼ く じ え い

ら に 限 ら れ て い る の が 現 状 で あ る 。  

他 方 、 台 湾 に お け る 横 光 利 一 の 受 容 は 、 印 象 批 評 に 留 ま る

も の が 多 い 。 小 論 は 、 鍾 理 和 （ し ょ う り わ 、 1915～ 1960） に

よ る 受 容 を テ ク ス ト に 即 し て 検 証 し た い 。  

こ れ ま で の 鍾 に 関 す る 先 行 研 究 で は 、 鍾 の 中 国 新 文 学 受 容

の み に 焦 点 が 与 え ら れ て き た 。 そ の 理 由 の 一 つ は 、 そ の 創 作

言 語 が 中 国 語 だ と い う こ と が 考 え ら れ る 。 だ が 、 日 本 語 教 育

を 受 け た 彼 に と っ て 、 文 学 の 教 養 を 身 に つ け る に は 、 い か に

日 本 文 学 を 受 容 し た か も 探 求 す べ き 課 題 で あ る 。  

鍾 と 同 時 代 の 葉 石 濤 は か つ て 鍾 の 「 蒼 蝿
ツアンイン

」（『 聯 合 報 副 刊 』

1959.4.14） 2と 横 光 の「 蝿 」（『 文 芸 春 秋 』 1923.5） 3の 類 似 性

                                                   
1  嚴 家 炎『 嚴 家 炎 論 小 説 』（南 昌 :江 西 高 校 出 版 社 、2 0 0 2 . 4）、李 歐 梵 著 ・

毛 尖 訳『 上 海 摩 登 』（ 北 京 ： 北 京 大 学 出 版 社 、 2 0 0 5 . 1 2）、 史 書 美『 現 代

的 誘 惑 :書 寫 半 殖 民 地 中 國 的 現 代 主 義 ( 1 9 1 7 - 1 9 3 7 )』（南 京：江 蘇 人 民 出

版 社 、 2 0 0 7 . 4）。王 德 威『 如 何 現 代 、怎 樣 文 學 ─十 九 、二 十 世 紀 中 文 小

説 新 論 』（ 台 北 ： 麥 田 出 版 、 1 9 9 8）、 李 今 『 海 派 小 説 與 現 代 都 市 文 化 』

（ 合 肥 ： 安 徽 教 育 出 版 社 、 2 0 0 0 . 1 2）、 彭 小 妍 『 海 上 説 情 慾 ： 從 張 資 平

到 劉 吶 鷗 』（ 台 北 ： 中 国 文 哲 研 究 所 籌 備 處 、 2 0 0 1 . 1）、 彭 小 妍 『 浪 蕩 子

美 學 與 跨 文 化 現 代 性 ─ 一 九 三 〇 年 代 上 海 、 東 京 及 巴 黎 的 浪 蕩 子 、 漫 遊

者 與 譯 者 』（ 台 北 ： 聯 経 出 版 、 2 0 1 2 . 2） な ど 。  
2  但 し 、小 稿 で は 、鍾 怡 彦 編『 新 版 鍾 理 和 全 集 6：鍾 理 和 日 記 』（高 雄 ： 

高 雄 縣 政 府 文 化 局 、 2 0 0 9 . 6） よ り 引 用 す る 。  
3  但 し 、 小 稿 で は 、 保 昌 正 夫 ほ か 編 集 ・ 校 訂 『 定 本 横 光 利 一 全 集 』（ 東
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に 注 目 し た が 、 印 象 的 な 指 摘 に 止 ま っ て い る 。 そ こ で 、 小 論

で は 具 体 的 に 、『 新 版 鍾 理 和 全 集 』（ 以 下 『 全 集 』） 4に お け る

横 光 利 一 に つ い て の 感 想 や 同 時 代 評 な ど を 検 証 し 、鍾「 蒼 蝿 」

に よ る 横 光「 蝿 」の 受 容 を 究 明 し た い 。（ 蒼 蝿 と は 中 国 語 の 蝿

の 意 味 。小 論 で は 蝿 を 昆 虫 の 蝿 を 意 味 し 、「 蝿 」を 横 光 の 作 品

を 指 す 。）  

ま ず 、 中 国 語 を 創 作 言 語 と し て 選 ん だ 鍾 理 和 が 、 異 な る 言

語 と そ れ に よ る 文 学 を い か に 吸 収 し 、 受 容 し た か を 、 言 語 レ

ベ ル か ら 考 え る 。次 に 、横 光 の パ ロ デ ィ 5（ parody、批 評 的 な

相 違 を 伴 っ た 模 倣 を 指 す 。 本 文 で は 単 な る 物 真 似 や 盗 作 と 区 別

し て ほ し い ） を 通 し て 、 自 ら の ど の よ う な モ チ ー フ を 表 現 で

き た か を 解 明 し た い 。 そ し て 、 そ こ か ら 見 え て き た 「 言 語 を

越 え た 世 代 」 の 作 家 が 切 り 開 い た 新 た な 可 能 性 も 合 わ せ て 検

討 す る 。 さ ら に 、 鍾 文 学 が い か な る モ ダ ニ ズ ム の 技 法 を 受 容

し 、 ま た ど の よ う に 自 ら の 創 作 モ チ ー フ を 表 現 で き た か を 論

じ た い 。  

 

２ .『 新 版 鍾 理 和 全 集 』 に み る 横 光 利 一 と 日 本 文 学   

 日 本 統 治 期 台 湾 （ 1895～ 1945） 生 ま れ の 鍾 理 和 は 、 塩 埔公

学 校 6で 日 本 語 教 育 を 受 け た が 、漢 文 の 私 塾 に も 通 わ さ れ て い

た 。 ま た 独 学 で 中 国 の 古 典 を 学 び 、 中 国 新 文 学 に 目 覚 め 、 さ

ら に は 中 国 語 白 話 文 の 読 み 書 き 能 力 を 身 に つ け て 、 自 ら 創 作

に 携 わ る よ う に な っ    た 。 当 時 タ ブ ー 視 さ れ て い る 同 姓

結 婚 を す る た め 、 1938 年 満 洲 の 奉 天（ 現 在 の 瀋 陽 ）に 新 天 地

を 求 め 、1941 年 か ら 北 京 に 移 住 し た 。1945 年 に は 北 京 で 中 国

語 の 第 一 作 品 集『 夾 竹 桃 』を 出 版 し た 。 1946 年 の 帰 台 後 も 中

国 語 に よ る 創 作 を 続 け て い た 。 故 郷 高 雄 ・ 美 濃 を 舞 台 に し た

作 品 を 多 く 書 き 、「 台 湾 の 地 に 生 き る 人 々 の 現 実 を 批 判 的 に 見

つ め 、 写 実 的 に 描 く リ ア リ ズ ム 文 学 」 と い う 台 湾 郷 土 文 学 の

                                                                                                                                                  

京 ： 河 出 書 房 新 社 、 1 9 8 7 . 1 2） よ り 引 用 す る 。  
4  鍾 怡 彦 編『 新 版 鍾 理 和 全 集 1～ 8』高 雄： 高 雄 縣 政 府 文 化 局、2 0 0 9 . 6。 
5川 口 喬 一・岡 本 靖 正 編『 最 新 文 学 批 評 用 語 辞 典 』（研 究 社 出 版 2 0 0 7 . 3）、

2 1 6 頁 。  
6  台 湾 人 向 け 初 等 教 育 機 関 。  
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先 駆 者 と し て 評 価 さ れ て き た 7。  

こ れ ま で 鍾 理 和 の 文 学 教 養 に つ い て は 、 中 国 五 四 新 文 学 と

の 影 響 関 係 、特 に 魯 迅 と の 関 係 が 多 く 言 及 さ れ て い る 8。た と

え ば 、 も っ と も 日 本 で 代 表 的 な 鍾 理 和 専 門 家 の 澤 井 律 之 は 、

『 鍾 理 和 日 記 』（ 以 下 は『 日 記 』と 略 す ）な ど を 検 証 し 、鍾 理

和 の 魯 迅 受 容 を 論 述 し た 9。こ こ で 注 目 す べ き な の は 、澤 井 が

提 示 し た 証 拠 の 一 つ は 、 横 光 利 一 の 『 欧 洲 紀 行 』（ 創 元 社 、

1937.6）に お け る 魯 迅 訪 問 を 抄 録 し た 1950 年 4 月 9 日 の『 日

記 』 で あ る こ と だ 。  

   

 横 光 利 一 が 著 し た 『 欧 洲 紀 行 』 に は 以 下 の 文 が あ る ：

二 月 廿 四 日 午 前 九 時 半 、 上 海 着 。 … … 書 房 に は 魯 迅 氏 と

實 彥 氏（ 鍾 注：山 本 実 彦 ？ ）、及 び 内 山 書 房 主 と 三 人 。魯

迅 氏 は 昨 夜 か ら 改 造 の 原 稿 執 筆 の た め 眠 ら ず と の こ と 、

蒼 顔 、 髯 濃 く 、 齒 並 美 し い 1 0。  

 

さ ら に 『 日 記 』 を 検 証 す れ ば 、 魯 迅 訪 問 以 外 に 、 ま た 何 回

も『 欧 洲 紀 行 』に 言 及 し た こ と が 分 か る 。同 年 4 月 16 日 に は 、

「『 欧 洲 紀 行 』を 読 む 。一 回 、二 回 、三 回 読 み 直 し て も 、な お

                                                   
7  澤 井 律 之「 ふ た つ の『 故 郷 』― 鍾 理 和 に お け る 魯 迅 の 影 響 に つ い て 」

（ 中 島 利 郎 編 、『 台 湾 新 文 学 と 魯 迅 』、 東 京 ： 東 方 書 店 、 1 9 9 7 . 9）、 1 0 7

頁 。  
8  黄 英 哲『 台 湾 文 化 再 構 築 の 光 と 影 1 9 4 5～ 1 9 4 7― 魯 迅 思 想 受 容 の 行 方 』

（ 埼 玉：創 土 社 、1 9 9 9 . 9）、張 燕 萍『 人 間 的 條 件 ― 鍾 理 和 文 學 裡 的 魯 迅 』

（ 台 中 ： 靜 宜 大 學 中 國 文 學 研 究 所 碩 士 論 文 、 1 9 9 9 . 7）、張 良 澤「 鍾 理 和

文 學 與 魯 迅 ― 連 遺 書 都 相 同 之 歴 程 」（『 台 灣 文 學 ・ 語 文 論 集 』、彰 化 ： 彰

化 縣 立 文 化 中 心 、 1 9 9 6 . 6）、張 清 文 『 鍾 理 和 文 學 裡 的 「 魯 迅 」』（ 台 北 ：

政 治 大 学 中 国 文 学 研 究 所 博 士 論 文 、 2 0 0 6 . 7） な ど が あ る 。  
9  澤 井 律 之「 ふ た つ の『 故 郷 』― 鍾 理 和 に お け る 魯 迅 の 影 響 に つ い て 」

（ 中 島 敏 郎 編 、『台 湾 新 文 学 と 魯 迅 』、東 京：東 方 書 店 、1 9 9 7）、1 0 7 - 1 3 1

頁 。  
1 0  原 文「 橫 光 利 一 著《 歐 洲 紀 行 》有 如 下 之 句：二 月 廿 四 日 午 前 九 時 半 ，

安 抵 上 海 … … 在 內 山 書 房 内 有 魯 迅 氏 和 實 彦 氏 （ 山 本 實 彦 ？ ） 及 内 山 書

房 主 三 人 。 魯 迅 氏 據 説 因 為 昨 夜 漏 夜 為 《 改 造 》 寫 稿 ， 臉 色 蒼 白 ， 卻 鬍

子 很 濃 ， 齒 列 很 美 」。 鍾 怡 彦 編 『 新 版 鍾 理 和 全 集 6： 鍾 理 和 日 記 』（ 高

雄 ：  高 雄 縣 政 府 文 化 局 、 2 0 0 9 . 6）、 1 0 8 - 1 0 9 頁 。  
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理 解 で き な い 。 頭 が ぼ ん や り と し て 、 に ぶ い 。 宙 に 浮 い て い

る よ う に 。 文 字 が 不 精 に み え て 、 ま る で 自 分 が 横 目 で 見 て い

る か の よ う に 1 1」（ 原 文 は 中 国 語 だ が 日 本 語 訳 が 筆 者 に よ る 。

以 下 の 中 国 語 文 献 の 引 用 は 同 様 ）と あ る 。ま た 、同 年 4 月 19

日 に は 「 横 光 利 一 『 欧 洲 紀 行 』 を 半 分 読 ん だ 1 2」 と 記 し て い

る 。  

病 床 に 伏 し つ つ も 、 な お 『 欧 洲 紀 行 』 を 読 み 続 け て い る 。

言 い 換 え れ ば 、 魯 迅 の ほ か に 、 横 光 の 『 欧 洲 紀 行 』 に も 大 き

な 関 心 を 寄 せ て い る と 推 察 で き る 。 そ の 背 景 は 、 欧 遊 が 容 易

で は な い 時 期 に 、横 光 が 大 阪 毎 日 新 聞 社 の 特 派 員 と し て 、1936

年 2 月 20 日 に 日 本 を 発 ち 、欧 遊 中 の 見 聞 記 を 寄 稿 し た こ と が 、

日 本 文 学 界 や メ デ ィ ア か ら 大 き な 期 待 を 寄 せ ら れ た こ と が 挙

げ ら れ る 1 3。  

ゆ え に 、 鍾 が 横 光 の 『 欧 洲 紀 行 』 に 関 心 を 寄 せ て も お か し

く な い 。 ま た 、 文 学 の 教 養 を 身 に つ け る に は 、 日 本 文 学 ・ 書

籍 を 経 由 し た ル ー ト も 存 在 し て い る と 推 測 で き る 。 実 際 『 全

集 』 に 収 録 さ れ て い る 書 簡 と 日 記 か ら 分 か る の は 、 以 下 の 通

り で あ る 。  

日 本 文 学 ・ 書 籍  記 載 さ れ た 箇 所  

雑 誌 『 青 春 の 生 活 』  1950.3.22『 日 記 』、 86 頁  

1950.3.26『 日 記 』、 93 頁  

横 光 利 一 『 欧 洲 紀 行 』  1950.4.9『 日 記 』、 108 頁  

1950.4.16『 日 記 』、 114 頁  

                                                   
1 1  原 文 「 看 《 歐 洲 紀 行 》， 一 遍 ， 兩 遍 ， 三 遍 … … 還 是 不 懂 得 ， 腦 袋 昏

昏 的 ， 痴 痴 的 ， 像 漂 在 半 空 中 ， 字 ， 懶 懶 的 像 我 歪 著 眼 睛 … … 」。 鍾 怡 彦

編 『 新 版 鍾 理 和 全 集 6： 鍾 理 和 日 記 』（ 高 雄 ：  高 雄 縣 政 府 文 化 局 、

2 0 0 9 . 6）、 1 1 4 頁 。  
1 2  原 文「 橫 光 利 一《 歐 洲 紀 行 》讀 一 半 」。鍾 怡 彦 編『 新 版 鍾 理 和 全 集 6：

鍾 理 和 日 記 』（ 高 雄 ：  高 雄 縣 政 府 文 化 局 、 2 0 0 9 . 6）、 1 1 8 頁 。  
1 3  十 重 田 裕 一 「 メ デ ィ ア に 映 し 出 さ れ る 〈 文 学 の 神 様 〉 の 欧 洲 紀 行 ―

一 九 三 六 年 、横 光 利 一 の 外 遊 と そ の 報 道 を め ぐ っ て 」（ 井 上 謙 、井 上 明

芳 、掛 野 剛 史 編『 横 光 利 一 歐 洲 と の 出 会 い  :  『 歐 洲 紀 行 』か ら『 旅 愁 』』、

東 京 ： お う ふ う 、 2 0 0 9 . 7）、 1 5 4 - 1 5 7 頁 。  
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1950.4.19『 日 記 』、 118 頁  

丹 羽 文 雄

『 路 は 續 り エ ぬ 居 ね
マ マ

』  

（ 正 し く は 『 路 は 続 い て 居

る 』）  

1953.4.13『 日 記 』、 183 頁  

新 津 珊 樹

『 四 十 か い の 健 康 生 活
マ マ

』  

（正しくは『 四 十 か ら の 健 康

生 活 』）  

1957.3.29『日記』、 222 頁  

岩 波 の 文 庫 本  「 泰 東 旅 館 」、『 全 集 5』、 156 頁  

日 本 の 作 品  「 1959.8.8 鍾 肇 政 宛 書 簡 」、『 全

集 7』、 78 頁  

『 世 界 短 編 小 説 選 集 』  「 1959.8.8 鍾 肇 政 宛 書 簡 」、『 全

集 7』、 78 頁  

そ の 入 手 手 段 の 一 つ は 、「 鍾 理 和 自 我 介 紹 」に よ る と 、兄 の

鍾 和 鳴 に 日 本 語 の 世 界 文 学 や 文 学 理 論 書 を 台 北 や 日 本 か ら 送

っ て も ら っ た こ と と な っ て い る 1 4。  

そ れ で は 、 中 国 語 を 創 作 言 語 と し て 選 ん だ 鍾 理 和 が 上 記 の

日 本 文 学 を い か に 受 容 し た か を 考 え て み た い 。 ま ず は 言 語 レ

ベ ル か ら 考 え よ う 。  

陳 火 泉 は か つ て 「 倒 在 血 泊 中 的 筆 耕 者 （ 喀 血 に 倒 れ た 著 述

者 ）」で 、鍾 に「 蒼 蠅 」へ の 感 想 を 手 紙 で 寄 せ た こ と を 振 り 返

り 、「 凡 そ 日 本 語 の 訓 練 を 受 け て 育 っ た 作 家 は 、最 初 は 日 本 語

で 腹 案 を 起 草 し 、 そ の 後 口 で 唱 え な が ら 中 国 語 に 訳 し 、 … …

だ が 理 和 は 早 く か ら こ の 制 限 を 取 り 払 っ て 、 日 本 語 風 の 言 葉

は 絶 跡 だ し 、 純 正 な 中 国 語 を 取 り 扱 え 、 方 言 を 取 り 入 れ 、 成

熟 で 渾 然 と し た 作 品 に な っ て い る 1 5」 と 賞 賛 し た 。 こ の 評 価

                                                   
1 4「 鍾 理 和 自 我 介 紹 」（鍾 怡 彦 編『 新 版 鍾 理 和 全 集 8：特 別 収 録 』高 雄 ： 

高 雄 縣 政 府 文 化 局 、 2 0 0 9 . 6）、 2 7 6‐ 2 7 7 頁 。  
1 5  大 凡 受 過 日 文 訓 練 長 大 的 作 者 ， 初 時 難 免 先 用 日 文 把 腹 稿 打 好 ， 然 後

在 念 念 有 詞 的 譯 中 文 寫 出 ， … … 但 理 和 很 快 很 早 的 擺 脱 了 這 個 羈 絆 ， 不

但 日 式 詞 句 絶 跡 ， 而 且 能 運 用 道 地 的 國 語 ， 兼 用 方 言 ， 鎔 鑄 成 純 熟 渾 融
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は 後 の 研 究 者 に 継 承 さ れ て き た が 、「 純 正 」な 言 語 表 現 で あ る

か ど う か に こ だ わ る こ と は 、 逆 説 的 に こ の 「 言 語 を 越 え た 世

代 1 6」の ハ イ ブ リ ッ ト 性 の 必 然 性 を 示 唆 し て い る と い え よ う 。 

実 際 、「 蒼 蠅 」が 発 表 さ れ た 4 年 後 の 1958 年 4 月 29 日 の 書

簡 の 中 で も 、 鍾 は 自 分 の 創 作 に つ い て 、 こ う 感 嘆 し て い る 。  

 

 一 、 中 国 の 国 学 の 基 礎 が 浅 く 、 ま た は 基 礎 が な い と も

い え る 。 二 、 日 本 語 か ら の 影 響 が 深 い 。 三 、 は じ め て 創

作 に 取 り 組 ん だ と き 、 名 家 か ら の 指 導 も な く 、 限 ら れ て

い る 作 文 の テ ク ニ ッ ク を 頼 り に 、 日 本 語 で ス ト ー リ ー の

腹 案 を 作 っ て 、 中 国 語 で 書 き だ す （ 或 い は 紙 に 訳 す る と

も い え る ） 1 7。  

 

鍾 は 、上 記 の よ う に 脳 内 で の「 自 己 翻 訳
セルフ・トランスレーション

」を 絶 え ず に 行 う

ほ か 、 そ の 「 翻 訳 」 活 動 は そ れ だ け に 止 ま ら ず 、 小 説 、 エ ッ

セ イ な ど 、「 32 年 間 多 く の 日 本 作 家 の 短 い 文 章 を 訳 し て き た 」
1 8事 実 も 見 逃 し て は い け な い 。 ま た 、 以 下 の よ う に も 述 べ て

い る 。  

 

 名 作 家 の 作 品 を 模 写 す る （ 訳 注 ： こ こ の 文 脈 か ら す れ

ば 、 単 な る 先 行 作 品 の 「 書 き 写 し 」 を 指 す 。 以 下 同 様 ）

の は 、 勉 強 す る た め に 間 違 い な く 極 め て 良 い 方 法 だ 。 フ

ロ ベ ー ル だ と 記 憶 し て い る が 、 彼 が 彼 の 学 生 に … … 創 作

を い か に 勉 強 す る か を 聞 か れ た 時 、 あ る 名 作 家 の 作 品 を

                                                                                                                                                  

的 作 品 。 鍾 怡 彦 編 『 新 版 鍾 理 和 全 集 7： 鍾 理 和 書 簡 』（ 高 雄 ：  高 雄 縣

政 府 文 化 局 、 2 0 0 9 . 6）、 2 0 1 頁 。  
1 6  こ の 言 葉 は 林 亨 泰 （ 1 9 2 4－ ） が そ の 同 世 代 の 作 家 た ち を 、「 跨 越 語

言 的 一 代 」 と 称 し た こ と に 由 来 す る 。 余 昭 玫 「 自 序 」（『 從 語 言 跨 越 到

文 學 建 構 』、 台 南 ： 台 南 市 立 圖 書 館 、 2 0 0 3 . 1 1）。  
1 7  原 文「 一 ，國 學 根 基 太 淺 ，或 者 談 不 上 有 根 基；二 ，受 日 文 影 響 太 深 ；

三 ， 我 初 學 寫 作 時 既 無 名 師 指 點 ， 祉 （ マ マ ） 憑 有 限 的 作 文 能 力 ， 先 用

日 文 把 文 章 故 事 打 好 腹 稿 然 後 用 中 文 寫 出 (或 者 可 説 迻 譯 紙 上 )」。

「 1 9 5 8 . 4 . 2 9 鍾 肇 政 宛 書 簡 」（ 鍾 怡 彦 編 『 新 版 鍾 理 和 全 集 7： 鍾 理 和 書

簡 』高 雄 ：  高 雄 縣 政 府 文 化 局 、 2 0 0 9 . 6） 3 7 頁 に よ る 。同 じ こ と を「 鍾

理 和 自 我 介 紹 」（ 鍾 怡 彦 編 『 新 版 鍾 理 和 全 集 8： 特 別 収 録 』 高 雄 ：  高

雄 縣 政 府 文 化 局 、 2 0 0 9 . 6、 2 7 8 頁 ） で も 述 べ ら れ て い る 。  
1 8  原 文「 三 十 二 年 間 我 譯 了 好 些 日 本 作 家 的 短 文 ― 有 小 說、有 散 文 」。「 鍾

理 和 自 我 介 紹 」（ 鍾 怡 彦 編 『 新 版 鍾 理 和 全 集 8： 特 別 収 録 』、 高 雄 ：  高

雄 縣 政 府 文 化 局 、 2 0 0 9 . 6）、 2 7 7 頁 。  
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あ っ さ り と 突 き 出 し 、 最 初 か ら 書 き 写 す よ う と 命 じ た 1 9。 

 

か く し て 作 家 の 翻 訳 や 模 写 を 通 し て 、 鍾 は 翻 訳 と 模 写 に よ

っ て 日 本 語 の 名 作 の リ ズ ム を 身 に つ け よ う と 文 学 の 修 業 を し

て い た 。 そ れ な ら ば 、 実 際 ど う い っ た 作 家 の 、 ど の よ う な 作

品 を 受 容 し た か を 解 明 す る こ と が 、 鍾 文 学 を 研 究 す る 上 で 重

要 な 課 題 と な っ て く る だ ろ う 。『 台 湾 文 学 史 綱 』（ 高 雄：春 暉 、

1987 . 2）を 著 し た 葉 石 濤 は 、「 新 感 覚 派 旗 手 ― 横 光 利 一 」で 、

横 光 の 鍾 に 与 え た 影 響 を こ う 指 摘 し た 。  

 

 前 衛 的 で 斬 新 な 感 覚 を 追 求 し 、 新 た な 美 意 識 を 表 現 す

る こ と を 目 指 し て い た 。 そ の た め 、 作 品 に は モ ダ ニ ズ ム

文 学 （ 下 線 は 筆 者 に よ る 、 以 下 同 様 ） に み え る 複 雑 な 技

巧 と 美 学 に 富 む 。 日 本 新 感 覚 派 は か つ て 中 国 文 壇 に 影 響

を 与 え た ： 30 年 代 の 作 家 施 蟄 存
し し つ そ ん

、 穆 時 英 、 劉 吶 鷗 が そ れ

で あ る 。 台 湾 か ら い え ば 、 鍾 理 和 の 短 編 の 一 部 は 横 光 利

一 が 1923 年 に 書 い た 短 編 「 蝿 」 の 影 響 を 受 け て い る 2 0。  

 

最 終 的 に は 中 国 語 を 創 作 言 語 と し て 使 用 す る の だ が 、

「 自 己 翻 訳
セルフ・トランスレーション

」（ 日 本 語 で 腹 案 ） を す る こ と が 前 提 で 、 名 作 の

模 写 を 自 ら 進 ん で 行 う 姿 勢 か ら 、 葉 が 示 唆 し た 影 響 関 係 は パ

ロ デ ィ と い う 形 で 行 わ れ る の も 大 い に 可 能 だ と い え る 。ま た 、

当 時 1930 年 代 に お い て 、横 光 が「 文 学 の 神 様 2 1」と 称 さ れ て

い る こ と も パ ロ デ ィ を 行 う に 値 す る 理 由 の 一 つ で あ ろ う 。「 翻

                                                   
1 9  原 文 「 模 仿 名 作 家 的 作 品 ， 無 疑 是 學 習 的 極 好 方 法 。 記 得 是 福 樓 拜 爾

吧 ， 當 他 的 學 生 … … 問 他 學 習 創 作 時 ， 他 很 乾 脆 的 丟 給 他 一 本 某 名 作 家

的 作 品 ， 令 他 從 頭 抄 起 」。「 1 9 5 8 . 2 . 8 廖 清 秀 宛 書 簡 」（ 鍾 怡 彦 編 『 新 版

鍾 理 和 全 集 7： 鍾 理 和 書 簡 』 高 雄 ：  高 雄 縣 政 府 文 化 局 、 2 0 0 9 . 6）、 1 5 4

頁 。  
2 0  国 民 党 統 治 時 代 の 背 景 に よ り 、「中 国 」の 原 文 は「 我 国 」と 記 し た 。

原 文 全 文 は 以 下 の 通 り 。「以 前 衛 的 嶄 新 感 覺 追 求 及 表 現 新 的 美 感 為 目 標 ，

所 以 作 品 頗 富 現 代 文 學 繁 富 的 技 巧 和 美 學 。 日 本 新 感 覺 派 也 曾 影 響 到 我

國 文 壇 :如 三 ○ 年 代 的 作 家 施 蟄 存 、穆 時 英 、劉 吶 鷗 都 曾 受 到 影 響 。以 台

灣 而 言 ，鍾 理 和 先 生 的 一 些 短 篇 受 到 橫 光 利 一 一 九 二 三 年 所 寫 的 短 篇〈 蒼

蠅 〉 的 影 響 」。 葉 石 濤 「 新 感 覚 派 旗 手 ― 横 光 利 一 」（ 彭 瑞 金 編 『 葉 石 濤

全 集 1 3： 評 論 卷 』、 台 南 :台 湾 文 学 館 ／ 高 雄 :高 市 文 化 局 、 2 0 0 8 .  4）、

1 1 3 頁 。  
2 1  当 時 横 光 は「 純 文 学 の 神 様 」と 評 さ れ た こ と も あ る 。神 谷 忠 孝 編『 日

本 文 学 研 究 大 成  横 光 利 一 』（ 東 京 ： 国 書 刊 行 会 、 1 9 9 1 . 8）、 2 0 9 頁 参

照 。  
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訳 を 影 響 な い し 受 容 の 本 質 形 態 の 一 つ 2 2」だ と す る と 、「 言 語

を 越 え た 世 代 」 に 属 す 鍾 の 創 作 に お い て 、 中 国 語 で 日 本 文 学

の パ ロ デ ィ を 行 う 過 程 に も 、 あ る 種 の 翻 訳 行 為 が 介 在 す る は

ず で あ る 。  

鍾 の 創 作 過 程 は 、 重 層 的 な 「 翻 訳 」 活 動 を 通 し て 日 本 文 学

の 受 容 を 試 み た 営 為 だ と も い え る 。 つ ま り 、 多 言 語 環 境 か ら

強 い ら れ て い る「 自 己 翻 訳
セルフ・トランスレーション

」と い う 創 作 方 法 は 、鍾 文 学 の ハ

イ ブ リ ッ ト 性 を 最 初 か ら 約 束 し て い る の だ 。  

さ て 、 鍾 と 同 時 代 の 葉 石 濤 た ち は 、 い か に モ ダ ニ ズ ム （ ま

た は 前 衛 ） 文 学 を 認 識 し て い た の か 。  

 

 日 本 人 は 西 洋 文 学 の 名 著 翻 訳 に 尽 力 し て い る 。 … … ダ

ダ イ ズ ム 、 シ ュ ー ル レ ア リ ズ ム 、 表 現 主 義 、 実 存 主 義 な

ど … … 日 本 統 治 期 の 末 期 か ら 光 復 の 初 期 ま で 、 台 湾 の 若

い 世 代 の 日 本 語 作 家 は す で に こ の よ う な 前 衛 文 学 の 流 れ

に つ い て 認 識 し て い た 。 … … 私 た ち は 郷 土 文 学 の 父 で あ

る 鍾 理 和 の 一 部 の 作 品 の 片 鱗 や 鍾 肇 政 の 初 期 短 編 小 説 か

ら 、 前 衛 文 学 の 創 作 技 巧 の エ キ ス を 吸 収 し た 郷 土 化 的 表

現 を 見 る こ と が で き る 2 3。  

 

新 感 覚 派 か ら 出 発 し た 当 時 、横 光 は 1925 年 2 月 号 の『 文 芸

時 代 』 に 「 感 覚 活 動 ― 感 覚 活 動 と 感 覚 的 作 物 に 対 す る 非 難 へ

の 逆 説 」を 寄 せ 、「 未 来 派 、立 体 派 、表 現 派 、ダ ダ イ ズ ム 、象

徴 派 、 構 成 派 、 如 実 派 の あ る 一 部 、 こ れ ら は 総 て 自 分 は 新 感

覚 派 に 属 す る も の と し て 認 め て い る 2 4」 と 語 っ て い る 。  

                                                   
2 2  デ ィ オ ニ ー ズ ・ デ ュ リ シ ン 著 ・ 谷 口 勇 訳 『 理 論 比 較 文 学 』（ 東 京 ：

而 立 書 房 、 2 0 0 3 . 2）、 1 1 7 頁 。  
2 3  原 文 「 日 本 人 勤 於 翻 擇 西 方 文 學 名 著 ， … … 達 達 、 超 現 實 主 義 、 表 現

主 義 、 實 存 主 義 … … 在 日 據 時 代 的 末 期 直 到 光 復 初 期 ， 台 灣 年 輕 一 代 的

日 文 作 家 已 經 對 於 此 種 前 衛 文 學 潮 流 有 所 認 識 ， … … 我 們 在 郷 土 文 學 之

父 鍾 理 和 先 生 的 某 些 作 品 片 斷 或 鍾 肇 政 的 初 期 短 篇 小 說 裡 可 以 看 到 前 衛

文 學 寫 作 技 巧 菁 華 的 郷 土 化 」。葉 石 濤「 論 台 湾 文 學 應 走 的 方 向 」（『 大 中

國 論 壇 』 1 2 卷 3 期 、 1 9 8 1 . 5）。  
2 4  後 に 「 新 感 覚 論 ― 感 覚 活 動 と 感 覚 的 作 物 に 対 す る 非 難 へ の 逆 説 」 に
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葉 石 濤 が 定 義 し た 前 衛 文 学 は 、 一 部 が モ ダ ニ ズ ム の で も あ

る し 、 ま た 新 感 覚 派 時 代 の 横 光 の 文 学 観 と 一 致 し て い る こ と

が 分 か る 。 そ う し た 印 象 を 葉 に 与 え た 理 由 の 一 つ は 、 日 本 で

行 わ れ て い た ア ヴ ァ ン ギ ャ ル デ ィ ズ ム （ 前 衛 文 学 ） と モ ダ ニ

ズ ム 運 動 は 、 ほ ぼ 同 時 進 行 に 進 み 、 新 感 覚 派 時 代 の 横 光 の 作

品 も 両 方 の 側 面 を 持 っ て い た か ら で あ る 2 5。  

そ れ を 実 践 し た 横 光 の 新 感 覚 派 作 品 に つ い て 、 特 に 立 体 的

で イ メ ー ジ に 富 む フ レ ー ズ が 評 価 さ れ て い る 。 小 林 国 雄 が

「 蝿 」 を 例 に し て 、 そ の 「 短 文 の 繰 返 し に よ る 畳 み か け る よ

う な リ ズ ミ カ ル な 叙 述 2 6」、 ま た 「『 真 夏 の 宿 場 は 空 虚 で あ っ

た 』 は 印 象 的 で あ り 、 視 覚 的 に 状 況 を 設 定 す る 点 で も 、 漢 語

の 使 用 に よ っ て 状 況 を 誇 張 す る 点 で も 、 新 感 覚 派 時 代 の 特 色

が 表 れ て い る 2 7」 と 評 し て い る 。  

こ こ で 比 較 し て 読 む べ き な と こ ろ は 、 鍾 の 日 本 語 に つ い て

の 評 価 と そ の 類 似 性 で あ る 。  

 

 日 本 語 の 単 語 、フ レ ー ズ 、そ の イ メ ー ジ は 強 く 明 瞭 だ 。

浮 き 彫 り の よ う に 、 立 体 的 、 触 ら れ る よ う で 、 奥 深 く 、

弾 丸 の よ う に 一 つ 一 つ が 力 強 い 。た だ 長 文 に つ な げ る と 、

鎖 に な っ て 面 白 く な く な る 。 … … 中 国 語 の 長 文 、 熟 語 、

そ の イ メ ー ジ が 平 坦 で 整 列 さ れ て い る 。 流 れ が よ く 、 平

面 的 、 全 体 的 、 組 織 的 だ 。 ネ ッ ク レ ス の よ う に 、 順 序 よ

く 整 然 と し て い る 2 8。  

                                                                                                                                                  

改 題 。 こ こ で は 保 昌 正 夫 ほ か 編 集 ・ 校 訂 『 定 本 横 光 利 一 全 集 1 3』（ 東

京 ： 河 出 書 房 新 社 、 1 9 8 7 . 1 2） に よ る 。  
2 5  菅 野 昭 正 『 横 光 利 一 』（ 東 京 ： 福 武 書 店 、 1 9 9 1） 4 2 頁 。  
2 6  小 林 国 雄 「 横 光 利 一 の 文 体 」 (井 上 謙 、 羽 鳥 徹 哉 、 神 谷 忠 孝 編 『 横

光 利 一 事 典 』、 東 京 ： お う ふ う 、 2 0 0 2 . 1 0 ) ､ 2 2 頁 。  
2 7  小 林 国 雄 「 横 光 利 一 の 文 体 」 (井 上 謙 、 羽 鳥 徹 哉 、 神 谷 忠 孝 編 『 横

光 利 一 事 典 』、 東 京 ： お う ふ う 、 2 0 0 2 . 1 0 ) ､ 2 1 頁 。  
2 8  原 文 「 日 語 的 單 語 、 短 詞 ， 表 象 強 而 明 ； 似 浮 雕 ， 立 體 的 、 可 摸 的 、

深 度 的 、 似 子 彈 粒 粒 強 勁 而 有 力 。 而 連 起 來 綴 成 長 句 ， 串 成 條 條 鐵 鍊 ，
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以 上 の 引 用 か ら 、 鍾 は 長 文 の 日 本 語 表 現 よ り も 、 短 文 で イ

メ ー ジ 性 を 喚 起 し や す い 日 本 語 表 現 の 方 を 好 み 、 そ れ は ま さ

に 「 蝿 」 の 表 現 と 合 致 し て い る こ と が 分 か る 。 換 言 す れ ば 、

こ の 「 蒼 蝿 」 と い う 作 品 は 、 単 な る 「 言 葉 を 越 え た 世 代 」 の

中 国 語 に よ る 苦 渋 な 文 学 実 験 だ け で な く 、 習 得 し た 二 つ の 書

き 言 葉 の そ れ ぞ れ の 特 徴 を 融 合 さ せ る 試 み と し て の 積 極 的 な

意 味 が 大 き い 。 ま た 、 鍾 が 「 蝿 」 の パ ロ デ ィ を 通 し て 、 横 光

経 由 で モ ダ ニ ズ ム の 技 法 を 取 り 入 れ た 点 に も 注 目 す べ き で あ

る 。  

 

３ .許 さ れ ぬ 恋 愛 ・ 結 婚 と い う モ チ ー フ  

こ の 「 蒼 蝿 」 の 主 な モ チ ー フ を 構 成 し た の は 、 封 建 的 伝 統

思 想 に 拒 ま れ た 鍾 自 身 の 同 姓 結 婚 で あ る 。 こ の モ チ ー フ で 描

か れ た 作 品 は い く つ も あ る 。「 游 絲 」（ 1943.8）、「 薄 芒 」（ 1944.5）、

「 同 姓 之 婚 」（ 1949.12 ）、「 柳 陰 」（ 1954.8 ）、「 笠 山 農 場 」

（ 1955.12）、「 奔 逃 」（ 1958.12）、「 貧 賤 夫 妻 」（ 1959.1）、「 雨 」

（ 1960.8） な ど が 挙 げ ら れ る 。 父 母 の 言 い つ け が 絶 対 的 な 時

代 に 、 作 品 の 大 半 は 伝 統 思 想 か ら 生 ま れ る 自 由 恋 愛 へ の 蔑 視

や 、 そ の 結 婚 に 対 す る 抑 制 を 暴 露 す る 内 容 と な っ て い る 。 そ

の 一 部 は さ ら に そ れ に 対 抗 す る た め に 、 奉 天 ま で 駆 け 落 ち し

た 実 体 験 を 描 く も の も あ る 。  

楊 照 は こ う し た 創 作 活 動 を 通 し て 、 鍾 は 自 分 の 呪 わ れ た 結

婚 に 幾 度 も 立 ち 戻 り 、 故 郷 の 世 論 に 打 ち 勝 て な く て も 、 自 ら

を 何 度 も 説 得 し て い た の だ と 論 じ た 2 9。 さ ら に 王 幼 華 は 、 芸

術 療 法 （ Art Therapy ） の 角 度 か ら 、 そ れ を タ リ ス マ ン

                                                                                                                                                  

便 不 精 彩 了 ； … … 國 語 的 長 句 、 成 語 ， 表 象 平 而 整 ， 似 行 文 、 平 面 的 、

整 體 的、組 織 的；似 鍊 子，條 條 秩 序 井 然 」。「 1 9 5 0 年 4 月 1 0 日 日 記 」（鍾

怡 彦 編 『 新 版 鍾 理 和 全 集 6： 鍾 理 和 日 記 』 高 雄 ：  高 雄 縣 政 府 文 化 局 、

2 0 0 9 . 6）、 1 1 0 頁 。  
2 9  楊 照 「 抱 著 愛 與 信 念 而 枯 萎 的 人 」（ 應 鳳 凰 編 著 『 鍾 理 和 論 述 1 9 6 0～

2 0 0 0』、 高 雄 ： 春 暉 、 2 0 0 4 . 4）、 1 1 0 頁 。  
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（ talisman、 護 符 ） 現 象 だ と 指 摘 し た 3 0。 即 ち 、 同 姓 結 婚 に

も た ら さ れ た 災 い を 作 品 と い う ス ケ ー プ ゴ ー ト に 転 嫁 し 、 滅

罪 を 求 め 、 世 間 か ら 理 解 さ れ る こ と を 期 待 す る こ と で あ る 。  

鍾 の 創 作 背 景 と 意 図 が 分 か れ ば 、 横 光 「 蝿 」 を パ ロ デ ィ 化

し た 「 蒼 蝿 」 は タ イ ト ル の 類 似 以 外 に 、 あ る モ チ ー フ も 共 通

し て い る こ と に 気 づ く で あ ろ う 。 横 光 利 一 は 1919 年 、 友 人 、

小 島 勗 の 妹 ・ キ ミ と 出 会 い 交 際 を 始 め る が 、 横 光 に 経 済 力 の

な い こ と を 理 由 に 小 島 か ら 大 反 対 さ れ た 。の ち に 1923 年 関 東

大 震 災 後 、 二 人 は 同 棲 生 活 に 入 っ た 。 1926 年 キ ミ が 病 死 後 、

は じ め て 婚 姻 届 が 出 さ れ た 3 1。こ の こ と は 1923 年 発 表 さ れ た

「 蝿 」に お け る 、「 若 者 」と「 娘 」の 駆 け 落 ち に も 反 映 さ れ て

い る と 思 わ れ る 。 こ の 許 さ れ ぬ 恋 愛 ・ 結 婚 の モ チ ー フ を 、 鍾

は 「 蒼 蝿 」 全 編 に 拡 大 し 、 男 女 の 密 会 と し て 描 い た 。  

新 感 覚 派 時 代 の 横 光 は 、「 写 実 よ り も む し ろ は る か に 構 図 の

象 徴 性 に 美 が あ る と 信 じ て ゐ た 」 と み な す 文 学 観 を 抱 い て い

た 3 2。 さ ら に 「 蝿 」 に つ い て こ う 吐 露 し て い た 。  

 

 最 初 諷 刺 の つ も り で 書 い た の で す が 、 一 疋 の 蝿 が 生 々

と 新 鮮 に 活 動 し 出 す 、 … … そ の 一 つ の 感 覚 の 中 の み に て

も 生 活 と 運 命 と を 象 徴 し た 哲 学 が 湧 き 出 て 来 る に 相 違 な

い 3 3。  

 

こ の 点 に 関 連 し て 、 杣 谷 英 紀 は 「 横 光 利 一 『 蠅 』 の 隠 喩 」

で 、 横 光 が い う こ の 「 構 図 の 象 徴 性 」 は 、 人 間 的 現 実 を 諷 刺

                                                   
3 0  テ ク ス ト 自 体 で は 言 及 さ れ て い な い が 、「 蒼 蝿 」 も 自 分 自 身 の 同 姓

結 婚 と 駆 け 落 ち が モ チ ー フ の 作 品 と み ら れ て い る 。 た と え ば 、 王 幼 華

「「 泰 利 斯 曼 」 式 的 創 作 ： 以 鍾 理 和 為 例 」、（『 台 灣 文 學 學 報 』、 2 0 0 8 . 6、

1 5 7 頁 ） は こ の よ う に 分 析 し て い る 。  
3 1  井 上 謙 、羽 鳥 徹 哉 、神 谷 忠 孝 編『 横 光 利 一 事 典 』（ 東 京 ： お う ふ う 、

2 0 0 2 . 1 0）、 3 2 8 頁 。  
3 2「 横 光 利 一 「 解 説 に 代 へ て （ 一 ）」（『 三 代 名 作 全 集 ― 横 光 利 一 集 』、

東 京 ： 河 出 書 房 、 1 9 4 1 . 1 0）。  
3 3横 光 利 一 「 最 も 感 謝 し た 批 評 」（『 新 潮 』、 1 9 2 4 . 1）。 但 し 、 保 昌 正 夫

編 『 定 本 横 光 利 一 全 集  第 十 四 巻 』（ 東 京 ： 河 出 書 房 新 社 、 1 9 8 7 . 1 2）、

1 4 頁 に よ る 。  
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す る 枠 組 み だ と 指 摘 し た 3 4。さ ら に 解 釈 す れ ば 、「 諷 刺 す る 枠

組 み 」 が 成 り 立 っ た の は 、 蝿 と い う 昆 虫 の 視 点 の 特 異 性 に よ

る も の で あ る 。 濱 川 勝 彦 が 「 蝿 」 に は 「 悲 劇 を 相 対 化 す る

冷 酷 な 眼
、 、 、 、

と 、 そ れ 以 上 に 、 惨 事 を 喜 劇 に ま で 化 そ う と す る 新

し い 『 構 図 』 が あ る 3 5」 と 指 摘 し 、 ま た 蝿 を 含 む 作 品 世 界 全

体 を 「 冷 た く 見 詰 め る 語 り 手 の 醒 め た 眼
、 、 、 、 、 、 、 、

3 6」 が 存 在 す る と 論

じ た 。  

ゆ え に 駆 け 落 ち の 二 人 な ど の 登 場 人 物 の 不 幸 に 同 情 す る 姿

勢 を 取 ら ず に い た と 読 者 が 感 じ る の だ 。 次 は 、 鍾 の 「 蒼 蠅 」

に お い て 、 そ の 蝿 の 「 冷 酷 な 眼 」 と 語 り 手 の 「 醒 め た 眼 」 に

よ る 諷 刺 の 構 図 を 継 承 し た か ど う か を 検 証 し た い 。 比 較 研 究

に 際 し て は 、 先 に 横 光 の 「 蝿 」 を 引 用 し 、 次 に 鍾 の 「 蒼 蠅 」

を 引 用 す る 。「 蒼 蠅 」 部 分 は 拙 訳 に よ る 。  

 

   人 馬 の 悲 鳴 が 高 く 一 声 発 せ ら れ る と 、 河 原 の 上 で は 、

圧 し 重 く な っ た 人 と 馬 と 板 片 と の 塊 り が 、 沈 黙 し た ま ま

動 か な か っ た 。 が 、 眼 の 大 き な 蠅 は 、 今 や 完 全 に 休 ま っ

た そ の 羽 根 に 力 を 籠 め て 、 た だ ひ と り 、 悠 々 と 青 空 の 中

を 飛 ん で い っ た 。（ 横 光 「 蝿 」）  

 

   や は り 彼 の 思 っ た 通 り に 、 彼 女 の 兄 は ま だ 先 の 姿 勢 の

ま ま で カ ウ ン タ ー に 伏 せ て 寝 て い る 。 部 屋 の 中 の す べ て

は そ の ま ま で ― ― す べ て が ぼ う っ と し た 白 昼 夢 に 陥 っ て

し ま う ― ― 蝿 の 鳴 き 声 、 そ の 幽 か な 唸 り 、 依 然 と し て 無

気 力 な 白 昼 夢 の 平 和 の ふ ち に 立 ち 、歌 い 続 け て い る 。人 々

の 偽 り と 思 わ せ ぶ り を か ら か っ て い る か の よ う だ 3 7。（ 鍾

「 蒼 蝿 」）  

                                                   
3 4杣 谷 英 紀 は「 横 光 利 一『 蠅 』の 隠 喩 」（『 日 本 文 藝 研 究 』  4 8 巻 4 号 、

1 9 9 7 . 3）、 1 7－ 3 6 頁 。  
3 5  濱 川 勝 彦 『 論 攷 横 光 利 一 』（ 大 阪 ： 和 泉 書 院 、 2 0 0 1 . 3）、  7 9 頁 。  
3 6  濱 川 勝 彦 『 論 攷 横 光 利 一 』（ 大 阪 ： 和 泉 書 院 、 2 0 0 1 . 3）、  7 9 頁 。  
3 7  原 文 ：「 果 如 他 所 料 ， 她 哥 哥 還 維 持 著 剛 才 的 姿 勢 伏 在 櫃 檯 上 睡 覺 ，

屋 裏 一 切 照 舊 ― 一 切 都 跌 入 昏 沉 的 午 夢 中 ― 蒼 蠅 的 鳴 聲 ， 那 幽 幽 的 低

唱 ， 仍 在 無 氣 力 的 午 夢 的 和 平 邊 緣 上 歌 唱 著 。 彷 彿 嘲 笑 著 人 們 的 虛 偽 和

做 作 」。  
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た し か に 、 い ず れ も 語 り 手 は 「 冷 た く … … 醒 め た 眼 」 を も

っ て 、「 冷 酷 な 眼 」を す る 蝿 が 人 間 を 凌 駕 す る 存 在 に 昇 格 す る

瞬 間 を 語 っ て い る 。  

「 蒼 蠅 」 で は 、 さ ら に 蝿 が 眠 っ て し ま っ た 「 兄 」 の 妹 の 人

生 の 逸 脱 を 見 逃 し た 愚 か さ と 、 密 会 す る 男 女 の 偽 装 工 作 を か

ら か う 立 場 に 立 つ こ と を 明 示 し て い る 。 一 方 、 横 光 の 「 蝿 」

で は 、そ の 諷 刺 は 言 外 に あ り 、「 か ら か う 」と い う 人 間 的 な 行

動 を し な か っ た 。  

こ こ で 疑 問 に 思 う の は 、同 姓 結 婚 に 苦 し ん で い た 鍾 理 和 は 、

な ぜ 男 女 の 密 会 を 蝿 の 目 を 通 し て か ら か っ た の か 。 そ れ は 、

許 素 蘭 が 鍾 作 品 を 論 じ た 際 に 述 べ た 「 冷 眼 に よ る 観 察 と 情 熱

に よ る 抱 擁 3 8」 と い う 評 価 に 解 釈 の ヒ ン ト が 隠 さ れ て い る と

思 わ れ る 。 次 は そ れ を 物 語 行 為 レ ベ ル で 考 え た い 。  

物 語 論 の 観 点 か ら 分 析 す れ ば 、 両 作 と も 「 三 人 称 の 語 り 」

を 用 い た た め 、 語 り 手 が 物 語 の 世 界 の 外 に い る と い え る 。 但

し 、こ こ で 両 作 の 焦 点 化（ focalization） 3 9 に お け る 差 異 に

注 目 し た い 。  

ジ ェ ラ ー ル・ジ ュ ネ ッ ト（ G ér a r d  G e n e t t e）の 物 語 論 か ら す

れ ば 、「 蝿 」の 語 り 手 は 、田 口 律 男 が 指 摘 し た 全 知 的 な 視 点 か

ら 語 る「 焦 点 化 ゼ ロ 」、と 登 場 人 物 の 行 動 を 外 部 の 証 人 の 視 点

                                                   
3 8  原 文 「 是 冷 靜 的 審 視 ， 也 是 熱 情 的 擁 抱 」。 許 素 蘭 「 毀 滅 與 新 生 ─試

析 鍾 理 和 的 〈 故 鄉 〉」  (應 鳳 凰 編 著 『 鍾 理 和 論 述 1 9 6 0～ 2 0 0 0』、 高 雄 ：

春 暉 、 2 0 0 4 . 4 )、 3 3 7 頁 。  
3 9「 焦 点 化 」 に つ い て ジ ェ ラ ル ド ・ プ リ ン ス は 次 の よ う に 説 明 し て い

る 。 語 ら れ る 状 況 ・ 事 象 の 提 示 に 採 用 さ れ る 知 覚 ・ 認 識 上 の 位 置 。 こ

の 位 置 が さ ま ざ ま に 変 化 し 一 定 し な い 場 合 、 そ の 物 語 は 零 焦 点 化 、 ま

た は 全 知 の 語 り 手 と 結 び つ く 。 も し 、 知 覚 ・ 認 識 の 位 置 が 誰 か 特 定 の

登 場 人 物 に 据 え ら れ 、 か つ 知 覚 ・ 認 識 上 の 制 限 を 伴 う 場 合 、 そ の 物 語

は 内 的 焦 点 化 を 持 つ と い わ れ る 。 も し 提 示 さ れ る も の が 登 場 人 物 の 外

的 な 行 動 （ そ の 思 考 ・ 感 情 で は な く こ と ば ・ 行 為 ） や 外 見 や 背 景 な ど

だ け に 限 定 さ れ る 場 合 、外 的 焦 点 化 と い わ れ る 。『 物 語 論 辞 典 』（東 京 ：

松 柏 社 、 1 9 9 7 年 7 月 ）、 6 6 - 6 7 頁 。  
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か ら 語 る 「 外 的 焦 点 化 」 を 併 用 し て い る 4 0。  

そ れ に よ り 、菅 野 昭 正 が 評 価 し た よ う に 、「 あ え て 俯 瞰 的 な

全 景 と は 言 わ な い ま で も 、 適 度 な デ タ ッ チ メ ン ト の 距 離 を 置

い て 」 4 1い る 感 触 を 読 者 に 与 え た 。  

一 方 、「 蒼 蝿 」は 上 記 の「 焦 点 化 ゼ ロ 」と「 外 的 焦 点 化 」の

語 り 手 を 採 用 し な が ら も 、 時 に は 焦 点 を 「 彼 」 の 心 理 に 特 定

す る「 内 的 固 定 焦 点 化 」の 視 点 を 用 い て い る 4 2。例 え ば 、「 よ

し ！ 誰 一 人 彼 の 行 動 に 気 が つ い た 人 が い な い 。 … … こ れ か ら

は 、 気 を 配 ら な く て も い い 、 安 心 し て 歩 き 出 し て そ の ― 彼 女

は も う 待 ち に 待 っ て 嫌 が っ て い る の か ― 4 3」が そ の 例 で あ る 。 

そ れ に よ り 、 女 主 人 公 「 彼 女 」 に つ い て は 、 全 知 的 語 り 手

の 視 点 に よ る 叙 述 の ほ か 、「 彼 女 」 の 偽 り の 一 面 も 、「 彼 女 」

に 感 じ た も ど か し さ も 、「 彼 」の 視 点 か ら 感 知 し 、伝 わ る こ と

が あ る 。  

 

 彼 は 出 入 り 口 か ら 台 所 と 回 廊 の ほ う に 目 を や っ た 。 … …

彼 女 と 彼 女 の 義 理 の 姉 … … は 漠 然 と 彼 を 一 目 見 た 。 そ の 見

慣 れ な い 人 の よ う に 冷 た く わ ざ と ら し い 目 は 、 彼 に こ う 語

っ て い る よ う だ ： 愛 し い 人 よ 、 ま た 明 日 、 今 日 は こ こ ま で

                                                   
4 0  田 口 律 男 「 語 り と カ メ ラ ア イ ― 横 光 利 一 『 蝿 』」（『 国 文 学  解 釈 と

鑑 賞 』 2 0 0 8 . 7）、 5 5 頁  
4 1  菅 野 昭 正 『 横 光 利 一 』（ 東 京 ： 福 武 書 店 、 1 9 9 1）  、 4 6 頁 。  
4 2  ジ ュ ネ ッ ト は『 物 語 の デ ィ ス ク ー ル 』（ 花 輪 光 、和 泉 涼 一 訳 、東 京 ：

水 声 社 、  2 0 0 4 . 9、 2 1 7 - 2 2 1 頁 ） で 焦 点 化 ( f o c a l i z a t i o n )と い う 用 語 を

提 起 し た 。 物 語 の 語 り に は 、 い か な る 制 限 的 な 視 点 も 採 用 し な い 焦 点

化 ゼ ロ ( f o c a l i s a t i o n  z e r o )と い う 第 一 タ イ プ 、あ る い は 作 中 人 物 の 視

点 を 通 し て 描 く 内 的 焦 点 化 ( f o c a l i s a t i o n  i n t e r n e )と い う 第 二 タ イ プ 、

そ し て 外 部 の 証 人 の 視 点 か ら 語 ら れ る 外 的 焦 点 化 ( f a c a l i s a t i o n  

e x t e r n e )と い う 第 三 タ イ プ に 分 け ら れ る 。 さ ら に 第 二 タ イ プ の 内 的 焦

点 化 は 、 あ る 作 中 人 物 の 視 点 を 一 貫 し て 用 い る 固 定 焦 点 化

( f o c a l i s a t i o n  f i x e )、 視 点 人 物 を 変 え な が ら 語 り 進 め る 不 定 焦 点 化

( f o c a l i s a t i o n  v a r i a b l e )、作 中 人 物 そ れ ぞ れ の 視 点 か ら 同 一 の 出 来 事

を 語 り 直 す 多 元 焦 点 化 ( f o c a l i s a t i o n  m u l t i p l e )に 下 位 区 分 さ れ る 。  
4 3  原 文 「 很 好 ！ 沒 有 一 個 人 注 意 到 他 的 行 動 。 … … 這 以 後 ， 已 無 須 多 費

心 思 了 ， 就 放 開 步 子 逕 向 那 ― 她 是 否 已 等 得 不 耐 煩 了 ？ ― 」。  
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だ ね 4 4 。（ 鍾 「 蒼 蝿 」）  

 

「 蝿 」 の 「 焦 点 化 ゼ ロ 」 と 「 外 的 焦 点 化 」 の 語 り 手 を 継 承

し つ つ も 、「 彼 」に「 内 的 固 定 焦 点 化 」を 導 入 す る こ と に よ り 、

「 冷 酷 な 眼（ 冷 靜 的 審 視 ）」を 持 つ 横 光 の 語 り 手 と 異 な り 、上

記 引 用 の よ う に 、鍾 の 語 り 手 の 視 線 は 、「 彼 」と 同 一 化 す る 箇

所 も あ り 、 人 間 へ の 同 情 め い た 叙 述 が 「 情 熱 に よ る 抱 擁 （ 熱

情 的 擁 抱 ）」 と し て 伝 わ っ て い る 。  

 

４ .カ メ ラ ア イ と し て の 蝿  

物 語 論 で 分 析 し た 「 蝿 」 の 語 り 手 の 性 質 か ら 、 横 光 の 新 感

覚 派 時 代 の 作 品 が「『 主 観 』が 直 接 的 に は 語 ら れ な い 4 5」と よ

く 評 さ れ る こ と も 理 解 で き る 4 6。 そ の 一 方 、 語 り 手 が 蝿 と い

う レ ン ズ を 通 し た 描 写 も そ う 評 さ れ た 理 由 の 一 つ に な る 。 由

良 君 美 に よ る と 、 そ の 視 線 は 人 称 を 超 え 、「 私 の 眼 、 彼 の 眼 、

そ れ の 眼 、 さ ら に は 全 能 な る 神 の 眼 と も 異 な る 。 あ る 客 体 の

眼 玉 4 7」 で あ り 、 つ ま り 映 画 手 法 で 使 用 さ れ て い る カ メ ラ ア

イ の こ と で あ る 。 蝿 と い う 昆 虫 の 描 写 に つ い て 、 両 作 は と も

に 蝿 を「 一 人 」の 登 場 人 物 と 見 な し て い る 。「 蝿 」の 視 線 を 通

し て 物 語 の 世 界 を 見 る 場 合 が 両 作 と も あ る 。 以 下 、 そ の 具 体

例 を 見 て み よ う 。  

 

 そ の 居 眠 り は 、 馬 車 の 上 か ら 、 か の 眼 の 大 き な 蠅 が 押

                                                   
4 4  原 文 「 他 從 門 口 向 廚 房 和 迴 廊 看 了 看 。 … … 她 和 她 的 嫂 嫂 … … 都 漠 然

地 看 了 他 一 眼 ， 在 她 那 陌 生 人 似 的 冷 淡 做 作 的 眼 睛 裡 ， 似 乎 在 告 訴 他 :

親 愛 的 ， 明 天 見 ； 今 天 就 這 樣 完 了 !」。   
4 5  玉 村 周 「 横 光 利 一 に 於 け る “ 新 感 覚 ” 理 論 ― 「 感 覚 活 動 」 の 解 釈 を

中 心 と し て 」（『 国 語 と 国 文 学 』 ９ 月 号 、 1 9 7 8）、 3 8 頁 。  
4 6  あ る い は 「 高 み か ら 人 間 界 を 俯 瞰 す る 構 図 」 と 言 わ れ る 。 田 口 律 男

「 一 九 二 〇 年 代・都 市 」を 視 座 と し て 」（『 都 市 テ ク ス ト 論 序 説 』京 都 ：

松 籟 社 、 2 0 0 6 . 2） を 参 照 。  
4 7  由 良 君 美 「『 蝿 』 の カ メ ラ ・ ア イ 」（ 由 良 哲 次 編 『 横 光 利 一 の 文 学 と

生 涯 』、 東 京 ： 桜 楓 社 、 1 9 7 7 . 1 2）、 2 2 頁 。  
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し 黙 っ た 数 段 の 梨 畑 を 眺 め 、 真 夏 の 太 陽 の 光 り を 受 け て

真 赤 ま っ か に 栄 は え た 赤 土 の 断 崖 を 仰 ぎ 、 突 然 に 現 れ た

激 流 を 見 下 し て 、 そ う し て 、 馬 車 が 高 い 崖 路 が け み ち の

高 低 で か た か た と き し み 出 す 音 を 聞 い て も ま だ 続 い た 。

（ 横 光 「 蝿 」）  

 

   そ の 時 、 カ ウ ン タ ー の 男 が 動 い た が 、 目 が 覚 め て い な

い 。 … … そ の 手 と 顔 、 首 に い ず れ も 汗 が 滲 ん で い る 。 一

匹 の 蝿 の … … そ の く す ん だ 目 か ら 鈍 い 閃 き が し た 。 蝿 が

彼 の 目 元 に 留 ま り 、 し り を 尖 ら せ 、 二 つ の 後 足 を 得 意 げ

に 擦 り 合 わ せ て い る 4 8。（ 鍾 「 蒼 蝿 」）  

 

語 り 手 の 視 線 を 蝿 の 視 線 と 同 一 視 し て は い け な い が 、 横 光

は 意 図 的 に 蝿 に 「 意 識 を 少 し も 意 識 を 持 た せ ず 、 村 人 た ち を

非 情 に 捉 え 」 4 9さ せ て い る 。 さ て 、 そ の 「 非 情 」 で 客 観 的 な

カ メ ラ ア イ を 通 し て 人 間 の 営 為 は ど の よ う に 映 る の か 。  

 

 乗 客 の 中 で 、 そ の 馭 者 の 居 眠 り を 知 っ て い た 者 は 、 僅

わ ず か に た だ 蠅 一 疋 で あ る ら し か っ た 。 蠅 は 車 体 の 屋 根

の 上 か ら 、 馭 者 の 垂 れ 下 っ た 半 白 の 頭 に 飛 び 移 り 、 そ れ

か ら 、 濡 れ た 馬 の 背 中 に 留 と ま っ て 汗 を 舐 め た 。（ 横 光

「 蝿 」）  

 

 暑 さ が 身 に し み る 。 そ の ガ ラ ス に ぶ つ か っ た 蠅 の ブ ー

ン ブ ー ン と 鳴 く 声 が 、 さ ら に 人 々 の も の ぐ さ と だ る さ と

                                                   
4 8  原 文 「 這 時 那 櫃 台 上 的 男 人 動 了 動 ， 然 而 沒 有 醒 。 … … 那 手 和 臉 孔 、

脖 頸 全 冒 著 汗 水 。 一 隻 蒼 蠅 … … 那 暗 色 的 眼 睛 發 出 遲 鈍 的 光 閃 。 牠 在 他

眼 角 邊 停 下 來 ， 翹 起 屁 股 ， 用 兩 隻 後 肢 搓 著 ， 搓 的 神 氣 而 有 致 。 」 鍾 怡

彦 編 『 新 版 鍾 理 和 全 集 1： 短 編 小 説 集 （ 上 ）』（ 高 雄 ：  高 雄 縣 政 府 文 化

局 、 2 0 0 9 . 6）、 2 1 5 頁 。  
4 9  栗 坪 良 樹「 横 光 利 一 ・「 蝿 」と「 日 輪 」の 方 法 ― 表 現 者 の 行 程 」（『 文

学 』 5 2 号 、 1 9 8 4 . 1）、 1 5 頁 。  
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眠 気 に 加 え 、 催 眠 を か け る も の だ 。 … … こ の 時 、 カ ウ ン

タ ー に い る 男 が 動 い た が 、 目 が さ め て い な い 。 … … 蝿 一

匹 が 羽 を 収 め 、 彼 の 顔 を 大 ま た に 歩 い て い る 。 蝿 が 二 つ

の 前 足 で 尖 っ た 口 ば し を 支 え 、あ ち こ ち 刺 し て い る 5 0。（ 鍾

「 蒼 蝿 」）  

 

以 上 か ら 分 か る よ う に 、 両 作 と も 、 蝿 の 昆 虫 性 を 描 き な が

ら も 、 ま る で 蝿 が 人 智 を 超 え た 能 力 を 持 つ よ う な 描 写 も 加 わ

え て い る 。 さ ら に 、 そ の 運 命 を 左 右 す る 「 居 眠 り ・ 眠 気 」 が

両 作 の 物 語 の 展 開 に 緊 張 感 を 与 え て い る こ と が 分 か る 。 前 者

の 「 居 眠 り 」 と は 、 馭 者 の 「 食 欲 ・ 性 欲 と い っ た 身 体 的 欲 望

の 充 足 5 1」 に よ る も の で 、 後 者 の 「 眠 気 」 も 暑 さ に よ る 睡 眠

欲 と い う 身 体 の 反 応 と な る 。「 馭 者 」も「 兄」も 人 間 と い う 身

体 に 拘 束 さ れ て い る と い え よ う 。  

す な わ ち 、 昆 虫 と し て の 蝿 の 優 位 性 が 人 間 と い う 制 限 と 対

比 的 に 設 定 さ れ て い る 。 蝿 に 非 情 の 眼 を 持 た せ る こ と で 、 い

っ そ う 諷 刺 の 効 果 が 働 い て い る と い え る 。ま た そ れ ゆ え 、「 馭

者 」も「 兄 」も 自 由 に「 見 る 」こ と が で き な く な り 、蝿 に「 見

ら れ る 」側 に 回 さ れ て い る 。も う 一 人 の 登 場 人 物 、「 彼 」も ま

た 「 兄 」 な ど 家 族 の 視 線 に 拘 束 さ れ 、 回 り の 様 子 を 「 見 る 」

こ と に よ っ て 、「 見 ら れ る 」こ と を 回 避 す る 。だ が 、こ う し た

攻 防 戦 を 、 世 論 を 象 徴 す る 「 兄 」 の 目 か ら 見 ら れ な い よ う に

行 っ て い て も 、 や は り 人 間 の 営 為 を 凝 視 す る 蝿 か ら は 「 見 ら

れ て 」 い る の だ 。  

客 観 的 で あ り な が ら も 、 こ の 人 間 よ り 優 位 な 「 蝿 」 の カ メ

                                                   
5 0  原 文 「 暑 氣 逼 人 。 那 撞 在 玻 璃 窗 上 的 蒼 蠅 嚶 嚶 鳴 聲 ， 更 在 人 們 慵 懶 和

睏 倦 之 上 加 足 了 催 眠 的 力 量 … … 這 時 櫃 檯 上 的 男 人 動 了 動 ， 然 而 沒 有 醒

… … 一 隻 蒼 蠅 放 平 了 翼 子 在 他 臉 上 闊 步 著 ， 牠 用 兩 隻 前 肢 扛 著 尖 喙 這 裡

那 裡 刺 著 。」 鍾 怡 彦 編 『 新 版 鍾 理 和 全 集 1： 短 編 小 説 集 （ 上 ）』（ 高 雄 ：  

高 雄 縣 政 府 文 化 局 、 2 0 0 9 . 6）、 2 1 1 - 2 1 5 頁 。  
5 1  小 森 陽 一「『 蝿 』の 映 画 性 ― 流 動 す る〈 記 号 〉／ イ メ ー ジ の 生 成 」（『 構

造 と し て の 語 り 』、 東 京 ： 新 曜 社 、 1 9 9 7 . 1 1）、 4 5 3 頁 。  
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ラ ア イ の 設 定 こ そ 、 鄭 清 文 が 「 讀 鍾 理 和 短 篇 小 說 集 」 で 「 蒼

蠅 」に 与 え た 評 価 、「 作 者 の 生 活 の 範 疇 か ら 脱 し て 、さ ら に 広

い 領 域 に 拡 大 し た 5 2」、鍾 文 学 で 例 外 的 に「 人 生 を 批 判 す る 作

品 5 3」た ら し め た 根 拠 で あ ろ う 。言 い 換 え れ ば 、横 光 の「 蝿 」

か ら 蝿 と い う カ メ ラ ア イ ＝ 「 冷 眼 に よ る 観 察 （ 冷 靜 的 審 視 ）」

を も 継 承 し た か ら で あ る 。  

と こ ろ が 、 後 者 の 語 り 手 は 「 蝿 」 の 目 を 通 す の み な ら ず 、

「 彼 」 に も 「 内 的 固 定 焦 点 化 」 を し て い る た め 、 昆 虫 の 蝿 を

「 見 る 」視 線 は 、語 り 手 に よ る も の な の か 、「 彼 」に よ る も の

な の か が 、 区 別 で き な く な る 描 写 も あ る 。 た と え ば 、 前 引 し

た 以 下 の 通 り で あ る 。  

 

 そ の 時 、 カ ウ ン タ ー の 男 が 動 い た が 、 目 が 覚 め て い な

い 。 … … そ の 手 と 顔 、 首 に い ず れ も 汗 が 滲 ん で い る 。 一

匹 の 蝿 の … … そ の く す ん だ 目 か ら 鈍 い 閃 き が し た 。 蝿 が

彼 の 目 元 に 留 ま り 、 し り を 尖 ら せ 、 二 つ の 後 足 を 得 意 げ

に 擦 り 合 わ せ て い る  。（ 鍾 「 蒼 蝿 」、 原 文 同 注 48）  

 

そ う す る と 、 そ れ は 「 彼 」 が 「 見 ら れ る 」 者 か ら の 逆 襲 と

し て「 鈍 い 閃 き が し た 」「 く す ん だ 目 」を 持 つ 蝿 を 見 返 し て い

る 行 為 だ と も 解 釈 で き よ う 。蝿 と「 彼 」は 合 わ せ 鏡 を 成 し て 、

互 い が 「 見 る 」・「 見 ら れ る 」 存 在 と 化 し て い る 。 つ ま り 、 こ

れ が 第 ３ 節 で 筆 者 が 感 じ た 疑 問 、 な ぜ 同 姓 結 婚 に 苦 し ん で い

た 鍾 が 男 女 の 密 会 を か ら か う の か と い っ た 原 因 の 所 在 で あ る 。

鍾 ≒ 一 部 の 語 り 手 ≒ 「 彼 」 は 、 蝿 と い う 鏡 像 を 通 し て 、 自 ら

の 逢 引 の た め の 偽 装 工 作 を 「 人 間 の 偽 り 」 だ と 自 嘲 し て い る

                                                   
5 2  原 文 「 它 已 脫 離 了 作 者 生 活 的 範 疇 ， 而 推 廣 到 更 擴 大 的 領 域 」。 鄭 清

文 「 讀 鍾 理 和 短 篇 小 說 集 」（『 青 溪 』 5 1 期 、 1 9 7 1 . 9）、 6 7 頁 。  
5 3  原 文 「 鍾 理 和 的 作 品 裏 ， 很 少 看 到 批 判 人 生 的 作 品 ， 而 「 蒼 蠅 」 是 一

篇 少 有 的 例 外 」。鄭 清 文「 讀 鍾 理 和 短 篇 小 說 集 」（『 青 溪 』5 1 期、1 9 7 1 . 9）、

6 7 頁 。  
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よ う に も 捉 え ら れ る 。  

田 口 律 男 は か つ て 「『 肉 眼 』 に よ る リ ア リ ズ ム を 拒 み 、『 な

ぜ そ の よ う に 見 て い る の か 』 と い う 問 い を 前 景 化 さ せ る カ メ

ラ ・ ア イ の 媒 体 性 」 を 強 調 し て い る 5 4。  

鍾 の 文 学 の 本 質 を 写 実 的 郷 土 文 学 と 評 し た 葉 石 濤 は 、 ま た

こ の カ メ ラ ア イ の 媒 体 性 を 継 承 し た 「 蒼 蝿 」 の 異 質 を 次 の よ

う に 賞 賛 し て い る 。  

 

 「 蒼蠅 」 は 私 が 最 高 の 評 価 を 与 え た 作 品 だ 。 … … 修 飾

を た く さ ん 施 し て い な い が 、 風 景 の 叙 述 を 通 し て 、 人 物

の 心 理 状 態 を 暗 示 す る こ と が で き た 5 5。  

 

ま た 続 い て 「 鍾 理 和 評 介 」 で は こ の よ う に も 述 べ て い る 。  

 

 彼 の 短 編 「 蒼 蝿 」 は 異 彩 を 放 ち 、 息 を さ せ な い ほ ど 、

人 々 の 心 を 引 き つ け る 。 こ の 小 説 の 情 景 は 些 か 日 本 作 家

横 光 利 一 の 同 名 小 説 と 類 似 し て い る 。 が 、 鍾 理 和 の ほ う

が も っ と テ ン ポ が 速 く 、 詩 情 が 漂 い 、 鮮 烈 な 郷 土 色 に 富

む 5 6。  

 

以 上 の 二 つ の 引 用 か ら 、 葉 は 「 蒼 蝿 」 は リ ア リ ズ ム と 異 質

な 「 暗 示 」 な ど の 表 現 を 用 い な が ら も 、 写 実 的 な 郷 土 色 を も

持 ち 合 わ せ て い る こ と を 指 摘 し た の だ と 考 え ら れ る 。  

つ ま り 、 横 光 が 追 求 す る 「 実 人 生 か ら 一 度 は 遊 離 し 」、「 リ

                                                   
5 4  田 口 律 男 「 語 り と カ メ ラ ア イ ― 横 光 利 一 『 蝿 』」（『 国 文 学  解 釈 と

鑑 賞 』 2 0 0 8 . 7）、 5 6 頁 。  
5 5  原 文 「〈 蒼 蠅 〉 就 是 我 給 予 最 高 評 價 的 作 品 ，〈 草 坡 上 〉 也 是 同 一 型 態

的 作 品 ， 他 著 墨 不 多 ， 卻 能 透 過 風 景 的 描 述 把 人 物 的 心 理 狀 態 都 暗 示 出

來 。 」。 葉 石 濤 張 良 澤 「 秉 燭 談 理 和 」  (應 鳳 凰 編 著 《 鍾 理 和 論 述 1 9 6 0

～ 2 0 0 0》， 高 雄 ： 春 暉 、 2 0 0 4 . 4 )、 1 9 7 頁 。  
5 6  原 文 「 他 的 短 篇 〈 蒼 蠅 〉 閃 露 異 彩 ， 緊 緊 地 扣 住 人 們 心 靈 ,使 你 透 不

出 氣 來 。 這 一 篇 小 説 情 景 有 一 點 和 日 本 作 家 横 光 利 一 同 名 的 小 說 類 似 ，

但，鍾 理 和 更 緊 湊，更 有 詩 情，並 富 有 強 烈 的 郷 土 色 彩 )」。彭 瑞 金 編『 葉

石 濤 全 集 1 3： 評 論 卷 一 』（ 台 南 :台 湾 文 学 館 ／ 高 雄 :高 市 文 化 局 、 2 0 0 8 .  

4）、 1 2 9 - 1 3 0 頁 。  
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ア リ ズ ム を 拒 」 む 冷 酷 な 語 り 手 と 蝿 の 目 を 、 鍾 は 取 り 入 れ つ

つ も 、「 彼 」に 同 化 し リ ア リ ズ ム の 角 度 か ら 語 る 語 り 手 も 併 用

し て い る 。 こ の 語 り 手 の 分 裂 状 態 か ら 言 え る こ と は 、 た と え

「 蒼 蝿 」が 、注 5 3 で 既 に 引 用 し た「 作 者 の 生 活 の 範 疇 か ら 脱

し（ 鄭 清 文 よ り ）」た も の で あ っ た と し て も 、横 光 の い う「 実

人 生 」 か ら は 遊 離 し き れ て い な い と い う こ と で あ る 。 語 り 手

が 非 情 の 蝿 の 目 を 通 し て 見 つ め る 人 間 の 虚 偽 と 、 語 り 手 が 人

間 臭 い 「 彼 」 を 通 し て 見 る 人 間 の 悲 喜 劇 は 、 絶 え ず 拮 抗 し て

い る 。  

 

５ .お わ り に  「 翻 訳 」 と い う 間 テ ク ス ト 性 の 戦 略  

以 上 、日 本 語 と 日 本 文 学 、特 に 横 光 利 一 の 物 語 言 説 と「 蝿 」

と い う カ メ ラ ア イ 視 点 が 、 具 体 的 に 鍾 理 和 文 学 に ど の よ う な

影 響 を も た ら し た か を 解 明 し た 。  

物 語 論 に よ っ て 分 析 し た 結 果 、 鍾 理 和 の 「 蒼 蝿 」 に お け る

語 り 手 は 非 情 の 蝿 の 目 を 継 承 し 、 そ れ を 通 し て 「 冷 眼 に よ る

観 察 」 を し つ つ も 、 そ の 語 り 手 が 「 彼 」 を 通 し て 見 る 人 間 の

悲 喜 劇 を 「 情 熱 に よ る 抱 擁 」 を し て い る こ と が 判 明 し た 。 語

り 手 、 或 い は 鍾 の 自 己 相 対 化 が 、 絶 え ず 拮 抗 し て い る 。  

 戦 前 か ら 「 言 語 を 越 境 す る 」 こ と を 自 ら 選 ん だ 鍾 理 和 に と

っ て 、 客 家 語 を 母 語 と し た こ と で 、 日 本 語 で 腹 案 を 考 え 、 現

代 中 国 白 話 文 に 訳 し て い く 創 作 過 程 は 、「 自 己 翻 訳
セルフ・トランスレーション

」 と し て

常 に 行 わ れ て い た 。 ま た そ の 文 学 修 業 と し て 、 日 本 文 学 の 翻

訳 を し 、 模 写 も 実 践 さ れ て い た 。 実 際 、 異 言 語 間 の パ ロ デ ィ

に も 翻 訳 行 為 が 存 在 す る は ず な の で 、 鍾 文 学 の 創 作 過 程 に は

「 翻 訳 」 が 常 に 伴 う と い え る 。  

間 言 語 的 文 学（ Translingual Practice）を 研 究 す る 劉 禾 に

従 え ば 、「 言 語 間 に 完 全 対 応 す る 言 葉 の 存 在 は … … 幻 想 」 5 7で

あ り 、 翻 訳 と い う 行 為 は 「 書 き 換 え 、 流 用 、 ま た は 言 葉 の 越

                                                   
5 7  原 文 「 所 謂 各 種 語 言 都 是 相 通 的 ， 而 對 等 詞 自 然 而 然 存 在 於 各 種 語 言

之 間 ， 這 是 … … 一 個 普 遍 的 幻 覺 」。 劉 禾 著 、 宋 偉 杰 等 訳『 跨 語 際 實 踐 ―

文 學 、 民 族 文 化 與 被 譯 介 的 現 代 性（ 中 國 ， 1 9 0 0 - 1 9 3 7）』（ 北 京 ： 三 聯 書

店 、 2 0 0 8 . 3）、 5 頁 。  
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境 の 試 み 」 5 8で あ る 。つ ま り 、「 純 正 」な る 翻 訳 ・ 受 容 が 不 可

能 だ と い う こ と に 苦 し み な が ら も 、 鍾 は な お そ こ か ら 新 た な

可 能 性 を 詮 索 し て き た 。  

そ れ な ら ば 、横 光「 蠅 」を 熟 知 す る 陳 火 泉 、葉 石 濤 た ち「 言

語 を 越 え た 世 代 」 を 意 識 し つ つ 、 日 本 語 ・ 文 学 の 教 養 は 、 鍾

の 中 国 語 作 品 に お い て 、 重 層 的 な 「 翻 訳 」 と い う 間 テ ク ス ト

性 の 戦 略 を 通 し て 温 存 さ れ て い る と い え る 。 民 族 文 学 の 土 壌

と 創 作 言 語 の 不 一 致 と い っ た 断 層 を 越 え よ う と し た 時 、 鍾 は

「 翻 訳 」 に よ っ て 開 か れ た 間 テ ク ス ト 的 ・ 間 言 語 的 空 間 に 、

ハ イ ブ リ ッ ド な 表 現 が 創 生 さ れ 、 ま た 写 実 的 郷 土 文 学 に 新 し

い 地 平 を も 切 り 開 い た の だ 。  
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